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研究成果の概要（和文）：構造化手法は物理的構造化、視覚的構造化、作業システム、スケージ

ュールシステムで構成される支援システムである。本研究では構造化を導入した熊本県の療育

施設で継続して療育を受けてきた自閉症児を対象として、対象者への環境支援の実態とその変

化について検討をおこない、構造化された空間で教育を受けることが、自閉症児にどのような

影響を与えるのかについての基礎的知見を得ることを目的とする。 

研究成果の概要（英文）：‘Structuring teaching’ is a structured support system for the 
autistic persons that consists of physical structure, visual structure, working system 
and schedule system. Taking a case study of children with autism who have continuously 
been educated in the facility of early intervention and special education under the 
support of “structuring teaching” in Kumamoto Prefecture, this study examines the 
actual conditions of environmental support and its changes in the facility, and clarifies 
how the special education in the structured space influences behavior of the children 
with autism. 
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１．研究開始当初の背景 
 構造化手法は物理的構造化、視覚的構造化、
作業システム、スケージュールシステムで構
成される支援システムである。本研究では構
造化を導入した熊本県の療育施設で継続し
て療育を受けてきた自閉症児を対象として、
対象者への教育空間での環境支援の実態と
その変化について検討をおこない、構造化さ
れた空間で教育を受けることが、自閉症児に
どのような影響を与えるのかについての基

礎的知見を得ることを目的とする。 
 

表１ 調査対象者属性 



２．研究の目的 
 本研究では熊本県にある構造化手法を導
入した自閉症児の療育空間から教育空間へ
の移行に着目し、児童の行為やコミュニケー
ションの変化を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
2006 ～2009 年度、自閉症児 4 名について
9:30 ～ 15:00 の間、滞在場所や行為内容を
1分間隔で記録する行動観察調査を行った
（表 1)。建物概要を表 2 に、施設平面図を
図 1 ～ 6 に示す。対象者はエリア利用率注

１）が高い児童 2 名(A 君、M 君)、去年進学
して一旦減少したが、今年転校して増加した
児童１名(K君)、今年進学し減少した児童 1
名(Y 君)である(表 3)。共通エリアは療育空
間から継続してどの教育空間にも設けられ

ている一方、個別エリアは個人に合わせて作
られている。 
 
４．研究成果 
(1). 利用者とスタッフの過ごし方の関連性 
①．滞在場所の変化 
 エリア利用率が高い児童（A 君、M 君）は、
今年は個別エリアでの滞在が増加しており
(図 1)、児童が個別エリアを長く使えるよう
になっていることが分かる。エリア利用率が
増加した児童（K 君）は、去年、サーキット
が増加し、個別エリアが減少し、今年は再び
個別エリアが増加した(図 2)。エリア利用率
が減少した児童（Y 君）は、今年は個別エリ
アが減少し、他室、外部空間が増加している
(図 3)。 

表 2 建物概要 

②行為内容の変化 
 エリア利用率が高い児童（A 君、M 君）は、
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図 1 エリア利用率が高い児童（A 君、M

君）の滞在場所 
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図 2 エリア利用率が増加した児童（K 君）

の滞在場所 
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図 3 エリア利用率が減少した児童（Ｙ君）

の滞在場所 

表 3 構造化により設けられたエリアと

利用率 

 
●：療育空間に設けられているエリア
▲：ある行為の時のみ設けられているエリア
□：そのエリアを使う行為が複数あるエリア
○：調査日に使用したエリア
×：調査日に使用しなかったエリア  



 エリア利用率が減少した児童は、m4（カー
ドを使って１人で行動）が大きく減少してお
り、m2・m3(カード無しでスタッフのサポー

今年は生理的行為、無為関連行為が減少し
(図 4)、エリア利用率が増加した児童（K 君）
は、今年は無為関連行為が減少した(図 5)。
エリア利用率が減少した児童（Y 君）は、今
年は社会的行為が増加している(図 6)。 
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図 7 エリア利用率が高い児童（A 君、M

君）のコミュニケーション 
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図 8 エリア利用率が増加した児童（K 君）

のコミュニケーション 
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図 9 エリア利用率が減少した児童（Ｙ君）

のコミュニケーション 

表４ 移動分類 
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図 10 エリア利用率と児童４人の移動方

法の割合 

③コミュニケーションの変化 
 エリア利用率が高い児童（A 君、M 君）は、
年々言語が増加し(図 7)、エリア利用率が増
加した児童（K 君）は、去年はコミュニケー
ションの形態が大きく変わったものの、今年
は再びペクス(PECS)カードがコミュニケー
ションの中心となっている(図 8)。エリア利
用率が減少した児童（Y 君）は、今年は言語
が大きく増加し(図 9)、教育空間では早期療
育空間でのコミュニケーション形態を継続
していないことが分かる。 
④移動の変化(表 4、図 10) 
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君）の行為 



ト有)が増加し、過去の移動の様子とは異な
る移動の変化をしており、移動については早
期療育空間の手法を継続していないことが
わかる。 
 
(2).エリアの利用数の違いによる児童の一
日の動き方 
 エリア利用率が高い児童（M 君）は、滞在
場所が教室内（個別エリア）のエリアに集中
し、児童の行動は、主行為が全体の約 9割を
占め、自分の意思での主行為のための移動が
多くみられた。エリア利用率が増加した児童
（K 君）は去年と比べ、今年の滞在場所は教
室内（個別エリア）に集中し、自分の意思で
の移動も増加し、主行為のための移動割合が
増えている。エリア利用率が減少した児童（Y 
君）は、去年と比べ、今年の滞在場所は教室
外に集中し、主行為から外れる行為の移動回
数が増加していることが分かる。 
 
(3).まとめ 
 エリア利用率が高い、あるいは増加した児
童は、以前の療育空間の手法をスタッフが継
続していることで、児童自ら様々なエリアを
利用し、自分の意思での主行為のための移動 
が多くみられた。一方、エリア利用率が減少
した児童は、以前の療育空間とは異なる手法
をスタッフが導入し、教室外で主行為から外
れる行為が増加する傾向が見られた。このこ
とから、支援するスタッフはそれぞれの児童
の能力を理解した上で、児童の能力に合った
スケジュールや構造化空間を継続的に提供
することが、自閉症児が社会生活に適応でき
るようになるための重要な要因であると考
えられる。 
 
<注釈> 
注１）以前通っていた療育空間と現在通って
いる教育空間で構造化を導入して設けられ
たエリア（表３）を調べ、それらに対して、
去年、今年の調査日に児童が実際に活動を行
ったエリアの割合を示した。 
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